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決
す
る
方
法
を
企
業
な
ど

と
見
つ
け
出
し
な
が
ら
、

新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新

し
い
雇
用
を
生
み
出
す
た

め
の
投
資
を
し
て
い
く
考

え
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
市
の
発
展

を
支
え
て
き
た
各
種
産
業

に
対
す
る
支
援
に
加
え
、

新
た
な
産
業
分
野
な
ど
に

お
け
る
技
術
革
新
の
促

進
、
新
規
創
業
支
援
な
ど

の
施
策
を
充
実
さ
せ
、
産

問　

日
本
創
成
会
議
が
将

来
推
計
人
口
を
発
表
し
、

２
０
４
０
年
に
896
の
自
治

体
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
す

と
い
う
見
通
し
が
示
さ
れ

た
。
南
相
馬
市
の
復
興
総

合
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
将
来
に
渡
っ
て
南
相

馬
市
で
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
人
口
問
題
に
取
り
組

み
、
減
少
に
一
定
の
歯
止

め
を
か
け
、
見
通
し
を
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

考
え
を
伺
う
。

答　

人
口
を
支
え
て
い
く

た
め
に
は
様
々
な
施
策
が

必
要
。
医
療
福
祉
の
問
題

は
早
急
に
手
当
て
を
し
な

が
ら
、
こ
こ
に
住
め
る
よ

う
な
形
で
の
対
策
を
講
じ

生
産
年
齢
人
口
の
確
保
や

移
住
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。

問　

将
来
人
口
を
支
え
て

い
く
た
め
に
、
産
業
人
口

を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
か
。
社
会
課
題
を
解

そ
の
他
の
質
問

❶ 

人
口
が
減
少
す
る
局
面

の
財
政
は

業
構
造
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
。
企
業
を

支
援
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
高
度
の
専
門
家
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
き
、
人

材
育
成
を
図
り
、
発
展
を

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
。質問を終えて

　次の世代が暮らし続けるために、将来を
見据えた産業政策と財政運営が求められて
いる。

握
や
広
報
は
。

答　

中
身
は
一
切
承
知
し

て
お
ら
ず
広
報
は
し
な
い
。

問　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
社
と
の
土
地

売
買
契
約
の
契
約
保
証
金

免
除
理
由
は
。

答　

売
払
代
金
即
納
規
定

に
基
づ
い
て
免
除
で
あ
る
。

問　

決
裁
責
任
者
で
あ
る

市
長
と
相
手
方
社
長
の
間

で
約
束
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　

即
納
と
は
、
契
約
書
、

捺
印
と
代
金
引
き
替
え
と

の
認
識
か
。

答　

仰
る
通
り
で
あ
る
。

問　

市
有
財
産
３
億
円
余

り
の
契
約
書
に
、
保
証
金

問　

発
災
年
３
月
13
日
、

総
合
病
院
入
口
で
10
万

cpm
超
え
の
人
が
７
人
で

１
万
３
千
cpm
超
え
の
は
何

人
か
伺
う
。

答　

記
録
に
は
多
数
い
た

と
言
う
表
記
は
あ
る
。

問　

職
員
が
安
定
ヨ
ウ
素

材
を
服
用
し
、
被
曝
者
に

服
用
さ
せ
な
か
っ
た
倫
理

的
な
問
題
は
。

答　

服
用
は
、
原
子
力
安

全
委
員
会
の
指
示
に
基
づ

い
て
対
応
す
る
。

問　

放
射
線
原
因
物
質
＝

ホ
ッ
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の

気
象
庁
研
究
所
発
表
の
把

免
除
の
条
件
で
「
即
納
せ

よ
」
と
い
う
記
載
が
無
い

ば
か
り
か
納
付
期
限
や
延

滞
金
の
項
目
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
初
め
か
ら
こ
の
契

約
書
は
「
即
納
」
前
提
で

作
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明

白
。
財
務
規
則
99
条
に
違

反
し
た
特
別
な
計
ら
い
に

よ
る
相
手
方
へ
の
便
宜
供

与
の
疑
義
が
あ
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

答　

相
手
方
に
そ
れ
相
当

の
資
産
有
り
と
判
断
し
た
。

質問を終えて

　放射線源について質問
は 2 週間前に担当と打
ち合わせたが「承知しな
い」とは人命軽視！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
長
が
原
発
事
故
先
進

地
視
察
し
な
い
理
由

❷ 

放
射
線
源
ホ
ッ
ト
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
へ
の
対
応

放射線源物質は不溶性、
　　セシウムはたった５％

初
期
吸
引
被
曝
問
題

便
宜
供
与
疑
義

一
般
質
問

人
口
減
少
を

人
口
減
少
を

乗
り
越
え
る
施
策
を

乗
り
越
え
る
施
策
を

初
期
被
曝
及
び

初
期
被
曝
及
び

便
宜
供
与
疑
義
問
題

便
宜
供
与
疑
義
問
題

但
野 

謙
介 

議
員

大
山 

弘
一 

議
員

策定中の南相馬市復興総合計画
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先
進
地
行
政
視
察
報
告

　

５
月
20
日
か
ら
５
月
22
日
ま

で
の
３
日
間
先
進
地
行
政
視
察

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
八
戸
市
で
は
「
東
北

電
力
㈱
」
八
戸
技
術
セ
ン
タ
ー

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

活
用
状
況
及
び
そ
の
影
響
調
査

を
学
び
ま
し
た
。
主
な
も
の
と

し
て
風
力
･
太
陽
光
･
地
熱
･

水
力
･
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
発

電
で
す
。各
々
特
徴
は
あ
る
も
の
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
CO₂
の
排
出
量
が
少
な
く
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
位
置
付
け
ら
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
又
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
現
時
点
で
は
コ
ス
ト
が

高
く
、
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め

出
力
が
安
定
せ
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低

い
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
八
戸
太
陽
光
発
電
所
の
概
要
に
つ

い
て
、
年
間
160
万
キ
ロ
ア
ワ
ー
（
一
般
家

庭
約
500
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
相

当
）
環
境
へ
の
効
果
は
年
間
約
800
ト
ン
の

CO₂
排
出
削
減
効
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
発

電
所
で
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
管
内
の
数

個
所
で
合
計
１
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
建
設
運
転
を
す
る
。

　

日
本
原
燃
㈱
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
日
本
国
内
の
最
終
処
分
場
で
200

リ
ッ
ト
ル
ド
ラ
ム
缶
300
万
本
を
受
け
入
れ

る
規
模
が
あ
り
、
あ
と
約
100
年
の
受
け
入

れ
可
能
と
の
説
明
で
し
た
。
尚
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
の
事
で

し
た
。
次
に
再
処
理
工
場
は
処
理
工
程
別

で
棟
が
分
か
れ
外
壁
に
は
施
設
名
称
が
表

示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
社
員
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
施
設
位
置
を
認
識
し
て
お
り
、

こ
れ
も
テ
ロ
対
策
と
し
て
お
り
「
国
際
原

子
力
機
関
」
の
査
察
官
が
24
時
間
常
駐
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
環
境
科
学
技
術
研
究
所
設
置
の
概

要
に
つ
い
て
、
環
境
及
び
人
体
へ
の
安
全

性
確
認
の
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
放
射

性
物
質
の
環
境
中
で
の
動
き
自
然
放
射
線

に
つ
い
て
全
天
候
人
工
気
象
実
験
施
設
で

は
、
様
々
な
気
象
条
件
の
再
現
に
よ
り
放

射
性
物
質
の
動
き
に
与
え
る
影
響
を
研
究

し
物
質
の
解
明
と
新
技
術
の
開
発
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

改
め
て
原
子
力
政
策
が
国
策
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
恐
怖
な
る
も
の
も
実
感
を
致

し
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
る
と
感
想
を
付

し
て
報
告
と
致
し
ま
す
。
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文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で

は
、
５
月
21
〜
23
の
3
日
間
に

わ
た
り
、
香
川
県
高
松
市
と
愛

媛
県
伊
予
市
を
視
察
い
た
し
ま

し
た
。

　

高
松
市
で
は
、「
小
中
一
貫

教
育
」
を
テ
ー
マ
と
し
、「
市
立
・

高
松
第
一
学
園
」
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
同
市
も
少

子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
１
－
４
と
著
し
く

減
少
し
、
ま
た
学
校
規
模
で
の

学
力
格
差
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
16
年
「
小
中
学
校
適
正
配
置
等
審
議
会
」

の
答
申
を
受
け
、
22
年
度
に
施
設
一
体
型

の
小
中
一
貫
教
育
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

目
指
す
姿
と
し
て
、
９
年
間
の
連
続
性
・

発
展
性
の
あ
る
学
校
運
営
を
行
う
事
で
、

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
人
間
性
、
健
や
か

な
体
を
育
む
事
。
さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り

の
才
能
や
創
造
性
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
自

分
の
夢
を
描
き
、
夢
に
向
か
い
逞
し
く
挑

戦
す
る
意
欲
あ
る
人
創
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
、
４
・
３
・
２
年
の
３
期
制
、

小
中
教
員
の
連
携
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
、
小
学
１
年
か
ら
英
語
教
育
の
実
施
、

環
境
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
設
定
な
ど
、
子

供
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
が
十
分
に
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
子
供
達
の
教
育
環
境
の
充

実
や
今
後
の
学
校
運
営
の
在
り
方
も
含
め

早
急
に
検
討
す
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
愛
媛
県
伊
予
市
で
は
、
児
童
セ

ン
タ
ー
「
み
ん
く
る
」
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
平
成
22
年
3
月

に
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策

定
し
、
未
来
を
担
う
子
供
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
や
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し
み
を

持
ち
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
形
成
を
基
本
理
念
に
、

平
成
25
年
2
月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
同

市
は
4
万
に
満
た
な
い
人
口
で
す
が
施

設
の
利
用
状
況
は
、
25
年
度
に
お
い
て

5
万
５
千
人
を
超
え
基
本
理
念
に
お
け
る

目
的
が
十
分
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
数

字
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
に
よ

る
不
安
の
払
拭
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
拭
い
去
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
貰
え
る
よ
う
な

施
策
の
構
築
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
の
報
告

と
い
た
し
ま
す
。
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